
指定管理者による公の施設の管理運営状況 

令和元（2019）年度  

施設名 栃木県立県北体育館 

施設所管課 教育委員会事務局スポーツ振興課 

指定管理者 大田原市（法人番号 9000020092100） 

指定期間 平成 31（2019）年４月１日～令和６（2024）年３月 31 日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 大田原市美原３丁目２番６２号 

施設の概要 

 

 

 

①敷地面積 30,975.65㎡  延床面積 9,997.53㎡ 

②メインアリーナ 競技場面積 2,000㎡  観客席 2,054席 

③サブアリーナ  競技場面積   770㎡ 

④武道場      競技場面積    992㎡ 

⑤トレーニング室        294㎡ 

⑥その他（研修室、幼児体育室） 

業務内容 

 

 

①栃木県立県北体育館の維持管理に関する用務 

②栃木県立県北体育館の施設等の利用許可にかかる事務に関する用務 

③栃木県立県北体育館の施設の運営に関する用務 

 

２ 収支の状況 

 令和元（2019）年度                                                        （千円） 

収入  支出 

指
定
管
理 

※２ 

 指定管理料 46,452 
 

 

 

 

指
定
管
理 

※２ 

 事業費  

 利用料金収入 18,830  管理運営費 61,091 

 その他収入※１   人件費  

   その他支出※１  

 合計 65,282  合計 61,091 

指定管理業務収支差額① 4,191   

自主事業 132  自主事業 38 

自主事業収支差額② 94   

収支差額（①＋②） 4,285   

備考（※１ その他収入の主なものを記載） 
 
 
 

 備考（※１ その他支出の主なものを記載） 
 
 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

 平成 30（2018）年度（前年度）                                               （千円） 

 収入  支出 

指
定
管
理 

※２ 

 指定管理料 45,668 
 

 

 

 

指
定
管
理 

※２ 

 事業費  

 利用料金収入 18,493  管理運営費 61,130 

 その他収入※１   人件費  

   その他支出※１  

 合計 64,161  合計 61,130 

指定管理業務収支差額① 3,031   

自主事業 2,076  自主事業 1,114 

自主事業収支差額② 962   

収支差額（①＋②） 3,993   

備考（※１ その他収入の主なものを記載） 
 
 
 

 備考（※１ その他支出の主なものを記載） 
 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 
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３ 利用状況 

施設名  
平成 30（2018）年度 

（前年度） 

令和元（2019）年度 

 

メインアリーナ 

開放日数 231日 201日 

利用者数 182,485 人 195,097 人 

平均利用者数 790人 971人 

サブアリーナ 

開放日数 231日 323日 

利用者数 44,913人 44,607人 

平均利用者数 194人 138人 

武 道 場 

開放日数 231日 262日 

利用者数 16,963人 17,877人 

平均利用者数 73人 68人 

トレーニング室 

開放日数 342日 321日 

利用者数 17,931人 13,153人 

平均利用者数 52人 41人 

幼児体育室 

開放日数 342日 321日 

利用者数 4,612人 3,883人 

平均利用者数 13人 12人 

研修室 

開放日数 346日 323日 

利用者数 8,500人 11,625人 

平均利用者数 25人 36人 

※メインアリーナは 7 月 31 日まで、武道場は 5 月 31 日まで天井改修工事のため使用不可。 

※3 月 3 日から 3 月 24 日まで新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため全館使用不可。 

※トレーニング室及び幼児体育室は、年末年始休業、臨時休業日のほか、イベント貸切りのため 2 日間 

利用不可とした。 

 

４ サービス向上に向けた取組 

①大会等専用利用の年間申込みについて、可能な限り利用団体の希望に添えるよう日程調整に努め

た。 
②施設内に必要な案内・注意書き等を掲示し、利用規律の維持及び利用者間の無用なトラブルの回

避に努めた。 
③天井改修工事に伴う駐車場の利用制限について、事前にトレーニング室利用者及び市公園施設利

用者に周知し、駐車場トラブルの回避に努めた。 
④新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、見やすい箇所に注意喚起等の掲示を行い、制限

等の周囲徹底に努めた。 

 
 

 

５ 利用者意見への対応 

 利用者意見の把握方法 

①申請時及び利用時の会話の中から利用者の意見を把握した。 
②意見箱を設置し意見を求めた。 

意見箱に寄せられた意見はごく少数であるが、意見からは、設備改修の要望等あるものの、管理

運営については、利用者に対し一定の満足感を与えられているものと思われる。（以下、主な意見

。） 
・冷房の効きが悪い。 
・和式トイレの洋式化をしてほしい。 
・駐車場が狭い。 
※天井改修工事による利用者減のため、アンケートの実施を見合わせた。 
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 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 

①バスケットボール台等機材の故障、不具合

 。 

②サブアリーナブラインド改修要望。 

③トレーニング室のフリーウェイトエリアの

拡充、パワーラック、バーベル等の増設要

望。 

④トレーニング室のビギナー講習の予約が先

まで埋まっている。 

 

 

①県に要望。随時修理を行うとともに、利用者に

対し正しい使い方などについて指導を行った。 

②県に要望。可能な範囲でブラインドの調整を行

った。遮光フィルムを部分的に設置した。 

③トレーニング室の広さに限界があり、対応不可。 

④一度に多くの受講者を受け入れてしまうと、一

般のトレーニング室利用者の利用に支障をきた

すため、少数定員としていることを説明した。 

 主な利用者意見（積極的評価） 

・施設の清掃が行き届いており、きれいである。 

・備品が充実している。 

・卓球台の台数が多い。 

 
 

 

６ 指定管理者による自己評価 

 成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 

・大会等主催者と事前に備品や冷房の使用、駐車場等施設の利用について打合せを行い、可能な限

り利用者の希望に沿った施設運営を行った。 
・天井改修工事のために減ってしまった駐車場を上手く利用してもらえるよう、駐車場利用につい

て隣接する市施設を含めた、施設ごとのエリア分けを行った。 
・トレーニング室のマシンの保守点検や修繕を行い、利用者の健康増進に努めた。 
・トレーニング室のビギナー講習受講者に対し、当日キャンセル、無断欠席などによる定員割れが

生じないよう、講習日近くに電話で出欠確認を行い、欠員が生じた際にはキャンセル待ち者を充

てるなどして対応した。 
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、複数掲示による注意喚起、換気、ドアノブ等の消毒

等を行った。 
 

 

  施設や設備・備品が原因での人身事故ゼロへの取り組み ※指定管理者が独自に設定 

・施設や設備・備品の使用方法について、利用者に指導を行った。 

・設備・備品の老朽化が進んでいることから、担当者や業者による備品の点検を行い、不具合箇

所について状況を把握し、必要な修繕を行うとともに、利用者に対しては、設備・備品の故障

や破損、不具合が発生した場合には管理者に報告をするよう指導を行った。 

・土日・祝日、夜間の職員が不在の際の利用について管理人に文書で引継ぎを行い、また、問題

発生時の連絡・報告を徹底させ、適切な対応に努めた。 

・長期休館により器具の不調が無いか適宜点検を行った。 

 
 
  今後改善・工夫したい事項 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、利用者及び職員が安全安心に施設が利用、管理

できるように、スポーツ庁ガイドラインにおける管理者向けチェックシートの確認を定期的に行

う。また、再度施設利用が中止となる可能性があるので、用器具・備品の確認を常に実施したい。 
・そのほか、不適切な利用による事故や、施設や設備、備品の破損・故障等が起きないよう、利用者

に対し正しい利用方法についてより一層の指導を行うとともに、設備や備品の破損・不具合を早

期発見できるよう、器具庫内の整理整頓に努める。 
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７ 所管課による評価 

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 

１．住民の平

等利用の確

保 

 

 

 

①住民の平等利用が確保されたか 

 

利用調整を行い平等利用が確保され

ている。 

 
Ｃ 

②使用許可に関する権限が適正に行使

されたか 

適正に管理されている。 

 

 
Ｃ 

③高齢者、障害者等に対する配慮はな

されたか 

障害者大会や各団体主催イベントの

開催に配慮されている。 

 
Ｂ 

２．施設の効

用の最大限

発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の設置目的に沿った業務実施が

なされたか 

目的に沿った事業が実施されている。 

 

 
Ｃ 

②施設の利用促進、県民サービスの向

上が図られたか 

利用頻度の高い設備・備品の適正な管

理によりサービスの向上が図られて

いる。 

 

Ｂ 

③利用者満足度を把握し、満足度の向

上が図られたか 

意見箱の設置を行い、利用者の満足度

の把握、向上に努めている。 

 

Ｂ 

④利用者からの意見、苦情に対して適

切な対応がなされたか 

適切な対応をしている。 

 

 
Ｃ 

⑤施設、設備、備品の維持管理や安全

管理は適切になされたか 

常駐する技術社員の活用により、事故

や故障を未然に防ぎ、適切な維持管理

や安全管理が行われている。 

 

Ｂ 

⑥指定管理者の創意工夫により業務改

善等がなされたか 

各手順書を随時見直し、改善を図って

いる。 

 
Ｂ 

３．管理を安

定的に行う

物的人的基

礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①組織体制は適正か 職員をバランス良く配置し、適正な管

理運営を行っている。 
 

Ｃ 

②収支は適正でバランスがとれたもの

か 

適正である。 
 
 

Ｃ 

③経費の縮減に取り組んできているか 光熱水費のシステム化に取り組み、費

用の１割削減を達成している。 
 

Ｂ 

④人材育成は適切に実施されているか 適切に実施されている。 
 
 

Ｃ 

⑤危機管理体制（事故、緊急時の対応）

は確保されているか 

市のマニュアルに基づき、体制を確保

している。 
 

Ｃ 

⑥県や関係機関との連携ができている

か 

連携できている。 
 
 

Ｃ 

４．個人情報

保護 

①個人情報の保護についての措置が計

画どおり実施されているか 

個人情報取扱特記事項を遵守し、適正

な取り扱いを確保している。 

 
Ｃ 
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②情報公開は適切になされているか 該当なし 

（関係規定を整備している。） 
 

Ｃ 

５．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の特性にふさわしい自己評価が

なされているか 

意見箱等から利用者ニーズを把握し、

その都度自己評価を行っている。 
 

Ｃ 

②自主事業が計画どおりに実施されて

いるか 

計画どおり実施されている。 
 
 

Ｃ 

③イベント等を実施している場合は、

地域との連携が図られているか 

県民の日イベント等への住民参加を

促進している。 
 

Ｃ 

④環境への配慮（騒音・公害対策、ごみ

削減等）がなされているか 

施設周辺のゴミ拾い等、環境への配慮

がなされている。 
 

Ｂ 

⑤その他管理運営上の特記事項（コロ

ナ対策がなされているか等） 

消毒液を設置する等のコロナ対策を

行っている。 
 

Ｃ 

総合的な評価 

・利用者が快適に利用できるようサービス向上と運営の改善に努めている。 

・光熱水費のシステム化や技術社員の活用による小規模な不具合段階での修繕の実施など、維持

管理費用の削減が積極的に行われている。 

・年間利用調整で希望に添えなかった団体等に、随時情報提供するなど利用促進に努めている。 

 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。 

     Ａ：事業計画に対して極めて優れた取組となっている。 

     Ｂ：事業計画に対して優れた取組となっている。 

     Ｃ：事業計画どおりの取組となっている。 

     Ｄ：事業計画に対して劣る取組となっている。 

     Ｅ：事業計画に対して極めて劣る取組となっている。 
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